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日本科学者会議 

  2 月号 No.384 
                                       2016 年 2 月 12 日発行 

今年度会費の納入をお願いします！ 

年度末が近づいてきました．会費未納の会員の方には振込用紙を同封していますので納入よろし

くお願いいたします．年間会費は，一般会員：14,400円，特別割引会員：7,200円，家族割り会

員：4,200円，若手会員：6,000円，若手特別会員：4200円です． 

        （支部財政担当幹事） 
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1月30日，大阪支部事務所で開催された標

記の会議に，長谷川千春委員に代り，福島知

子さんとともに参加しました． 

 新委員長・朴木佳緒留さん（兵庫支部），副

委員長・石渡眞理子さん（東京支部），大阪，

京都，岡山各支部の新旧委員など計8名が出

席しました（21総学分科会の準備なので，経

費のこともあり，開催地に近い支部の委員が

招集されたようです）． 

 [情勢報告：朴木委員長] 国立大学では学

長の裁量権が大きくなり，最悪の状態．参考

資料：中央公論2月号「国立大学文系不要論

を斬る」学長アンケート，大学評価学会・基

調報告「大学の男女共同参画の課題と展望」

（朴木）など．女性教員は増加しているが，

授業内容や研究指導方法のあら探しによる攻

撃など，新たな女性差別問題とみられる事態

も発生している．男性教員とくに上位職のメ

ンバーにジェンダー問題の理解を得ることに

大きな力が必要．6月シンポ（2015年）では，

「非常勤講師問題」の深刻さが浮き彫りにな

った．女性研究者が「出産・育児」により「就

職・安定的な職種や上位職の獲得が困難」，「そ

の解消のためにロール・モデルと意識改革が

必要」という分析は「学協会連絡会」・文部科

学省・JST・学術会議の認識でもほぼ共通し

ているが，文科省等は「科学技術のレベルの

維持・発展」のための「労働力活用政策」，学

術会議は「科学技術振興策」として分析する．

「積極的是正措置」としての「加速プログラ

ム」（JST 補助事業，H22～）は効果的と思

われたが，「仕分け」（民主党政権）により 2

年で打ち切られた．分科会のテーマとして『科

学技術（学問）をめぐるジェンダー問題』と

大きく立て，副題で焦点を絞るのはどうか． 

 [意見１：石渡副委員長） 全院協ニュース

（2015年10月）の紹介により「院生は博論

が終わるまで子どもを産んではいけない

か？」という声を取り上げ，「保育所入所に際

しても必要度認定が低い」など，院生層・若

手の悩みを取り入れることが課題． 

 [意見２：清水] 院生・若手の実情・要求

を重視することには賛成．保育問題について

は，今年度より制度が大きく変わり，それに

よる不便・不当・負担増もあるのではないか

と思う．そのことについての研究者層の認識

は十分だろうか？大学・研究機関の「女性研

究者支援事業」における「保育支援」は企業

委託によっていることが多い．「支援事業」に

ついては，現職教員等，当事者層の受けとめ，

とくに学内での要求運動（組合など）との関

連や矛盾はどうなのか知りたい． 

 [討論―21総学分科会の立て方] 

・家族を養える収入がなければ子どもは産め

ないという社会意識がある．ライフコース

は個人の選択とされているが社会的プレ

ッシャーが影響．保育は地域の問題． 

・中堅層で「介護」に困っている人も多い．

表立って悩みが顕われにくい． 

・「国際比較」や「歴史的視点」が必要．課題

克服の経験は伝えたい．「昔話」に終わら

ないように． 

・できるだけ若手を―各地で院生の運動との

接点． 

女性研究者・技術者委員会 21 総学分科会第 1 回準備会  
参加報告 

清水民子 
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・メッセージを出せるスピーカーをパネラー 

 に 

[結論―21 総学分科会のテーマ（仮）と方式]

『科学技術（学問）をめぐるジェンダー問題

―女性研究者・技術者のライフコース：出産・

子育てと研究遂行の葛藤』パネル・ディスカ

ッション方式．パネラー数名．次回準備会（3

月26日）で詰める．

標記例会が2月5 日15：30 より支部事務

所で開かれた．参加者5名．以下３篇の論文

は全て1月号特集より取り上げられた． 

ジョゼフ・ガ―ソン「パックス・アメリカー

ナーオバマ政権末期における現状，次期政権

の課題」（報告者 菅原建二） 

「パックス・アメリカーナ」は“アメリカの

平和”という意味であるが，内容はサブタイト

ルどおりであり「平和学」とは無縁に見える．

すなわち，現在のアメリカの戦争戦略は中国

とロシアの封じ込めにあるとし，両国への米

国の対応について記述した後，オバマ後のそ

の変容について触れている．以下は簡単な要

約である． 

中国は南シナ海のほぼ全域を自国の領海

と主張し，その実質的な確立に動いている．

これに対して，オバマ政権は，軍事的には，

米国の空・海軍の60％をアジア太平洋に配備

することを明らかにし，日・韓との軍事同盟

の強化を中心に，南シナ海周辺のアジア諸国

をはじめインドやオーストラリアなどとの軍

事協力を拡大し，強力な中国包囲網を構築し

つつある．経済的には，ASEAN，ASEAN

地域フォーラム，APEC，アジア安全保障会

議など地域的な諸機構にかかわり，影響力の

拡大を図ってきた．環太平洋パートナーシッ

プ（TPP）自由貿易協定をも推し進めている．

また，サイバー攻撃を抑えるための米中交渉

や米中戦略経済対話を開始し，貿易，経済，

人的交流，テロ，気候変動など共通の利益に

かかわる問題を取り上げ，武力紛争の危険を

最小限にする戦略を取っている． 

ソ連崩壊により NATO の存在理由は消滅

した．だが，この同盟はこれまで利を得てき

た者たちの特権と力を強めることに目的を据

え直した．ドイツ統一を西側に有利に運ぶた

めに NATO を拡大しないという約束を反故

にし，ブッシュやクリントンはモスクワの弱

体化に乗じて，NATOをロシア国境までに広

げた．国境付近における，通常兵器やハイテ

ク兵器での米軍の圧倒的優位による，ウクラ

イナ，グルジア，モルドバなどへの影響力の

低下をロシアが危惧したことは否定できない．

ウクライナの内戦でキエフ政権が誕生した時，

ロシアは突然クリミアを占領し，ロシアの戦

略的に重要な黒海艦隊の維持へと動き，更に，

ウクライナ東部への軍事侵攻をおこなった．

この背景には米国と NATO による国連憲章

を侵犯しておこなったコソボおよびイラクで

の戦争にあった．米国とEUは経済的にもロ

シアを追い詰めており，環大西洋貿易投資パ

ートナーシップ（TTIP）創設の交渉を進展さ

せロシアの孤立化をおしすすめている． 

オバマ後の課題としては，大統領選挙の結

果の不確実性が将来予測を難しいものにして

いるが，中国，ロシア，ISISやそのほかのジ

ハ－ド派勢力と対決すべきとする圧力が強ま

っている．特に，共和党の勝利を危惧してい

『日本の科学者』読書会2月例会（2/5）報告 

1月号特集：平和学の現在―安保法成立後の世界平和の課題 
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る．なぜなら，核戦力の「近代化」の継続，

中国を封じ込める海軍の大規模な増強，第六

艦隊の地中海復帰などを求め，また，冷戦後

の欧州での兵力削減を相殺する 10 万の陸軍

兵力の増強，ポーランドへのミサイル防衛配

備などを主張している．イランとの核合意や

ミンスク停戦合意は脆弱である．連邦議会議

員のなかにはイラン核合意を破綻させるよう

な立法をたくらんでいる者もいる．合意の破

棄は中東の大被局を創りだす．核軍縮はどち

らの核大国にとっても外交上の優先課題とは

ならない． 

最後に著者は，これらの帰結は避けがたい

ものではなく，我々市民社会の考え方，深い

関与，そして行動にかかっている．たたかい

なしには権力は何一つ譲歩しない．これまで

もそうだし，これからもそうだ，と結んでい

る． 

クリスティーン・シュヴァイツアー「ドイツ

における平和問題の軌跡と現在－安保法成立

後の日本への示唆」（報告者 鈴木博之） 

 ドイツは再統合した 1990 年代に専守防衛

から海外派兵に政策転換した．その歴史的背

景と平和運動の軌跡を探り，日本への教訓と

したいというのが，特集企画側の意図と思わ

れるが，何が教訓なのか報告者にはよく理解

できなかった． 

 再統合以前のドイツは，冷戦の産物として

東西ドイツに分かれて軍備を備えて，軍事的

に対決していたが，西ドイツ憲法は，相互的

集団安保体制を認めたが，侵略戦争につなが

る行為は違憲としていた．軍は防衛を目的と

し，NATOの領域外への展開は禁止されてい

た．冷戦が終結しドイツが再統合されると，

大幅に政策転換して．NATO域外である湾岸

地域，カンボジア，ユーゴ，ソマリア，コソ

ボに海外派兵した．ただし NATO と国連，

議会の承認が必要とされた．近年は国際テロ

やウクライナ危機を背景にロシアとの緊張関

係が増大し，社会の再軍事化が進行している

という． 

 これに対する平和運動の側では，50年代の

再軍備反対運動や核兵器反対運動，80年代の

核ミサイル反対運動などで効果を挙げたが，

ユーゴ内戦への軍事介入をめぐって平運動は

分裂し弱体化して現在に至っている．ただし，

コソボ戦争の付随的効果として，「平和・紛争

学プログラム」が8大学に開設され，紛争転

換・平和構築に関するNGO の活動が活発化

しているという． 

 政策転換時のドイツと現在の日本では，軍

事化の程度や憲法の制約に違いがあるが，根

本問題は，軍事力のような暴力に依存して世

界に「ゲットー」を作り出すのではなくて， 

真の課題である「地球温暖化，貧困，資源枯

渇」にグロ－バルに取り組むことであると著

者は主張する． 

劉 成「中国における平和学の動向―南京大

学を中心とする平和学の発展の軌跡」（報告者

清水民子） 

中国の平和学は新しく，2000年に南京大学で，

同じ「殉難都市」の歴史をもつ英国・コヴェ

ントリー大学との研究交流によって開始され，

研究方法・内容についても同大学のリグビー

やノルウェイのガルトゥングの影響のもとに

あるようである．しかし，中国古代思想に平

和思想の根源があることを儒教，道教，仏教

の典拠にもとづいて示し，近代においては他

国からの侵略・蹂躙をたびたび受けることに

より「自彊不息」の決意を強めることになっ

たものの，新中国の「平和五原則」をはじめ，

外交政策の基本には平和主義があるという独
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自性を論じている．「平和学」の名による学問

は，未だ政府の認める所とならず，財源難に

悩み（南京大学の講座は現在ユネスコの支援

により設置），「非暴力」の主張も理解されに

くい，専攻する学生の就職も楽ではない，と

いう率直な指摘が興味深い． 

 

 

 

 

 標記のテーマと講師によるスライド講演

（1.5時間）と質疑応答（0.5時間）の例会を

京大楽友会館で開催した．参加者は 15 名で

あった． 

 複雑系は，英国生まれの数理物理学者

Stephen Wolframが1970年頃，最も単純な

1次元2状態3近傍のセルオートマトン(*)（以

下CA)256個の計算機シミュレーションを精

力的に行い，局所函数によっては，この単純

なCAが大変複雑な大域的振る舞いをするこ

とに気づき，論文以外に 1987 年に専門誌

Complex Systems を創刊したことなどに依

る．以来複雑系の名は数学，物理，化学，医

学，社会の様々な分野に広がった． 

小西氏は自らが教授，副学長として勤務し

たはこだて未来大学の教育研究理念を複雑系

情報学に置き，院生と共にデータマイニング

のアルゴリズムの研究をして日本情報処理学

会論文賞を得た．因みに日本学術会議の定義

（2015年）によると「情報学は，情報によっ

て世界に意味・価値を与え秩序をもたらすこ

とを目的に，情報の創造・生成・収集・表現・

記録・認識・分析・変換・伝達にかかわる原

理と技術を探求する学問である」．ここで情報

の定義が無く計算機に言及しないことに注意．  

講演では具体例として①グラフ表示によ

る文書のクラスタリング（連結部分の発見や

分類），②医療データ 蛋白泳動波形・白血球

粒度データ，③クレジットカードの利用記録

分析 を挙げられた．最後に将来の夢としてe

サイエンスを提唱された．すなわち,科学者は，

理論，実験，シミュレーションを統合し，デ

ータベースやファイルを分析する． 

質問・討論では，複雑系情報学はその基盤

である計算機の莫大なエネルギー消費を避け

て通れない．どうなるか？どうするか？ また

研究開発にはプログラミング技術が必要だが，

多くの大学は育てていない，等々．盛会であ

った．講演スライドの閲覧希望者は京都支部

へ連絡下さい． 

(*) CAは同じ働きをする素子（セル）を碁

盤の目のような一様な空間に配列し結合した

系で，1950年頃米国・プリンストン高等学術

研究所でJ. von Neumann, S.Ulamなどが生

物の自己増殖のモデルとして考案した．一次

元の場合，セルの位置（座標）を.., i－1, i, i+1,.. 

で表し,ある時刻のセル iの状態を s(i)と書く

とすれば．次の時刻のセル iの状態は局所函

数 f(s(i－1),s(i),s(i+1))で定義される．セル 

i－1, i, i+1 をセル iの近傍と呼ぶ．同じ局所

函数 fを同時にすべてのセル i（と近傍）に適

用すると，CA全体の大域的振る舞いが決ま

る．素子が有限状態を取る有限オートマトン

だとすると，CAは離散力学系であり，物理

学で使う離散偏差分方程式でもある．1次元

2状態3近傍のCA（の局所函数）は全部で2

の2の3乗=256個ある．その中の1個（ヴ

ォルフラム番号 110）はチューリング計算万

第15回自然科学懇談会（1/23）報告       

複雑系情報学と公立はこだて未来大学の紹介   小西 修 
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能であることが証明された．一般に複雑系の

研究においては一様でない空間に異なる種類

の素子を配置した系を扱うことがある⇒巨大

グラフの理論． 

        （文責 西尾英之助）

 

 

 

 

 

 

 

日 時 ：2016年1月17日（日） 14時～ 

17時 

場 所 ：JSAO事務所 

参加者 ：8名  

 昨年10月の原発問題住民運動全国連絡ｾﾝﾀ

ｰ主催の｢下北半島の原発・核燃ｻｲｸﾙ施設見学

ﾊﾞｽﾂｱｰ｣の報告を行なった．内容は，核燃ｻｲｸ

ﾙの破綻状況，大間原発・むつﾘｻｲｸﾙ燃料備蓄

ｾﾝﾀｰ・東通原発・六ヶ所村核燃ｻｲｸﾙ施設(再処

理工場･高ﾚﾍﾞﾙ放射性廃棄物貯蔵管理ｾﾝﾀｰ･低

ﾚﾍﾞﾙ放射性廃棄物埋設ｾﾝﾀｰ･ｳﾗﾝ濃縮工場･

MOX燃料工場)の仕様・構造・建設経過・反

対運動・危険性，自治体に交付される電源立

地地域対策交付金の実績と歳入割合，もんじ

ゅの構造・危険性，世界で一歩進んでいるﾛｼ

ｱの高速増殖炉の実態などであった． 

六ヶ所再処理工場ももんじゅも稼働の見

通しが全く立っていないにも関わらず，早期

稼働を強引に推進している理由の一つがﾌﾟﾙﾄ

ﾆｳﾑの平和利用という国際的公約がある．日本

が保有するﾌﾟﾙﾄﾆｳﾑは，約48㌧にもなってお

り，その消費はﾌﾟﾙｻｰﾏﾙだけでは微々たるもの

であるため，MOX 燃料を 100％装荷する大

間原発ともんじゅを稼働させることが不可欠

になっている． 

原発と原発関連施設の立地自治体にとっ

ては，電源立地地域対策交付金・固定資産税・

寄付金が歳入のかなりの部分を占めているた

め，建設や再稼働に同意せざるを得なくなっ

ている．例えば，2009 年度では，20 自治体

のうち，16 自治体の歳入割合が 37.2％～

73.3％になっている． 

下北半島の太平洋沿岸には大陸棚外縁断

層，津軽海峡の沿岸には巨大海底活断層があ

り，しかも大間原発・東通原発・六ヶ所再処

理工場の敷地内には活断層が存在するという

危険性がある．むつﾘｻｲｸﾙ燃料備蓄ｾﾝﾀｰと六ヶ

所村の再処理工場･高ﾚﾍﾞﾙ放射性廃棄物貯蔵

管理ｾﾝﾀｰなどには大量の放射能が貯蔵されて

おり，六ヶ所再処理工場が稼働すれば大気と

海洋に大量の放射能が放出されるという危険

性がある． 

六ヶ所村核燃ｻｲｸﾙ施設の反対運動では，む

つ小河原開発反対期成同盟・核燃料ｻｲｸﾙ施設

立地反対連絡会議・核燃ｻｲｸﾙ阻止1万人訴訟

原告団などを結成して闘ったが，国と電力ﾒｰ

ｶｰは上記危険性を無視して建設・稼働を強行

していった．そんな中，熊谷あさ子さんは，

大間原発の原子炉建屋に近い所に土地を持っ

ており，父の遺言の「畑は売るな」を守り通

して村八分になりながらも，執拗な交渉を頑

としてはねのけ，誘致決議から工事着工まで

の 24 年間，計画を進ませなかったという闘

いがあった． 

討 論 

★大間原発の事業主体は原発を初めて動かす

電源開発である．しかも世界初のフルＭＯ

Ｘ原発である． 

関西技術者研究者懇談会1月例会（1/17）報告 

大間原発と六ヶ所村を訪ねて       出口幹郎 
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★大間原発から30km離れた対岸の函館市は，

市議会の全会一致で建設差し止め訴訟を

提訴した． 

★六ヶ所再処理工場では，高レベル放射性廃

液のガラス固化体製造工程で失敗を重ね

ている． 

これからの日程 

月 日： 2月14日(日)  

テーマ： 沢野伸浩著「本当に役に立つ汚染

地図」の批判的検討 

担 当： 西山一夫 氏 

           （文責 山口進次） 

 

 

 

 

 １月 28 日（木）龍谷大学（深草学舎）に

おいて，広渡清吾さん（専修大学法学部，日

本学術会議前会長）をお招きして市民講演会

を開催しました．主催は，安全保障関連法廃

止！ 学者・学生・弁護士の共同行動＠Ｆｕｓ

ｈｉｍｉです（呼びかけ団体は，安保法制の

廃止を求める龍谷大学人の会，安全保障関連

法に反対する京都教育大学教職員有志の会，

龍大９条の会，京都南法律事務所の４者）．参

加者は教職員，学生，市民を含め約100人で

した． 

 広渡さんは「安保法制のどこが問題なのか，

これから何をなすべきか」のテーマで話され

ました．講演の最初に，安保関連法の「成立」

までの経緯を振り返るとともに，安保関連法

の問題点を指摘されました．政府の「合憲」

説明（新３要件）が，個別的自衛権と本質的

に異なる（他衛権である）集団的自衛権をイ

コール（＝）においているものであるとされ

ました． 

 以上の「おさらい」を踏まえ，法案反対運

動の「三位一体性」を指摘されました．ここ

で「三位一体性」は，平和主義擁護，立憲主

義擁護，民主主義擁護です．広渡さんは法「成

立」によっても，三位一体の論拠は変わらな

いことを強調したうえで，政府・国会多数派

の転覆，「市民革命的大革命」が必要であると

述べました．そして，「戦争法成立」の下での

平和主義の課題として，次の４点を示しまし

た． 

・戦争法の実働を阻止，戦争法を廃止し， 

団的自衛権の閣議決定を撤回させる 

・憲法の明文改正を警戒し阻止する 

・辺野古への基地移転阻止の沖縄の闘いに連

帯し，沖縄の基地問題に取り組む 

・武器輸出，軍事研究の阻止の課題を明確に

して取り組む 

続いて，政府と国会多数派を変える運動を

取り上げ，「安保法制の廃止と立憲主義の回復

を求める市民連合」誕生までの経過と取り組

みが紹介されました．「市民連合」の具体的な

提案（参議院議員選挙において反安倍政権勢

力を勝利させる＝過半数をとる（改選議席数

121）；そのために 32 の 1 人区で反安倍政権

の統一候補者をたてる 市民連合の方針を公

約とする候補を推薦する；5 野党はそのため

に協議し，共闘する；候補者調整は選挙区ご

との事情を勘案し，市民団体も必要に応じて

コミットする；複数区は市民連合の方針を公

約とする候補者を推薦する）について説明さ

れるとともに，市民連合と5野党の現状と課

題について話されました． 

龍谷大学市民講演会（1/28）報告 

安保法制の廃止に向けて 
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広渡さんが講演の最後に取り上げたのが，

「個人の尊厳を擁護する政治」についてです．

「個人の尊厳」の現代的意味について考え，

「『権利』と『尊厳』の平等はどう違うか」と

いう問題を提起しました．そして，思想史的

な検討を踏まえ，戦争法案反対にとって「平

和主義・立憲主義・民主主義の三位一体的擁

護」を個人の尊厳によって基礎づけることを

「１つの思考実験」として提起されました．

あわせて，日本国憲法９条の歴史的，普遍的

意義の探求，戦後日本国家の世界史的意味の

探究が必要であるとされました． 

 

講演を受けてフロアーから質問が出され，

広渡さんがこれに答えました．質問は，安保

法制の廃止に向けてどう取り組んでいくか，

日本国憲法の規定や安保関連法の条文の文言

をどのように活用していくか，日本の国連安

保理事会常任理事国入りをどう考えるか，と

いう趣旨のものでした．講演と質疑応答の後

にはリレートークが行われ，学者，学生，弁

護士，地域からの発言が行われました． 

広渡さんの講演は刺激的であるとともに

勇気と展望を与えるものであったように思い

ます．参加者からは「参加して来ました．広

渡さんの視座，問題提起が論理的で静かな迫

力あり．地域の会が大学で学習会開催，すば

らしい」とのコメントも寄せられています． 

今回の共同行動は，昨年9月5日に続くも

のです．龍谷大学の学内における運動は，9

月19日以降十分なものとなっていませんで

したが，これを機会に取り組みを強めていき

たいと考えています． 

（文責 細川孝）

 

 

 

 私は，いま京都地裁で行われている大飯原

発差止め訴訟の原告の一人です．昨年暮れに，

京都脱原発弁護団・原告団世話人会から，原

告のナマの声を裁判所に届けるために「陳述

書」を書いてほしい，との連絡がありました．

最近ようやく書き上げ，弁護団・原告団事務

局あてに郵送しました．原発や原発事故に対

する私の思いを書きました．裁判所には今年

の夏の初め頃に提出するとのことです．未だ

の方はなるべく早めに書いて事務局に届けま

しょう． 

 陳述書には，第 1 原告の情報（氏名，住

所，年齢など），第2 大飯原発事故の場合の

避難に伴う不安，第 3 大飯原発事故の場合

に想定される損害，第 4 本訴訟に参加する

に際しての思い（関西電力・国に対する思い

等），の 4 項目について記入するようになっ

ています．以下は，私の「陳述書」の第 2，

第3，第4の項目に記入した内容です． 

 

第 2 項目について：大飯原発が“絶対安全”

とは誰も保証してくれない．原子力規制委員

会ですら原発が“安全”とは言わない．原発に

近い自治体は事故が起きた場合にそなえて

“避難計画”を立てているが，もし福島原発と

同じような事故が起きたら手の施しようがな

い，と立案者自身が認めている．福島原発事

故の際，米国政府は米国市民に８０km 圏外

に退避するよう勧告した．実際，福島事故で

は放射能プルームは３０km の UPZ をはる

かに超えた．私の家は大飯原発から約６０

km 地点にある．夏の一時期を除いて風は普

寄稿： 私の「陳述書」             宗川吉汪 
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段若狭の方から吹いてくる．放射能プルーム

が襲ってくることは明らかだ．自家用車もな

いわれわれ夫婦は一体どこに逃げたら良いの

か．結局は自宅に閉じこもって被ばくする以

外にないのか．若狭に原発さえ無ければこん

な心配は無用のはずだ． 

第3項目について：大飯原発事故で琵琶湖

が放射能汚染されたら，われわれ京都市民の

飲み水はなくなる．結局，汚染水を飲むこと

になる．大気や水からの放射能内部被ばくに

よって健康被害を受けることは明らかである．

国や東電，福島県は原発事故由来の内部被ば

くによるがん発症を未だ認めていない．しか

し最近私たちは，統計学的分析で福島の小児

甲状腺がんの原因が原発事故であることを明

らかにした（宗川・大倉・尾崎著『福島原発

事故と小児甲状腺がん』本の泉社）．被ばくに

よる健康被害が小児甲状腺がんに留まるはず

がない．大飯原発が事故を起こした場合，私

の受ける最大に被害は“いのちの危険”である．

たかが原発のために私はこれほどの危険を忍

受しなければならないのか． 

第4項目について：一昨年（2014年）5月

の福井地裁の大飯原発差止め判決にもあるよ

うに，国民の人格権は日本の法制上最高の価

値をもち，人格権を脅かす原発事故は万が一

にもあってはならないことである．2013年9

月から 2015 年 7 月まで原発は１基も稼働し

なかった．しかし電力不足にはならなかった．

最近関電は，原発再稼働の理由として電力不

足ではなく，経営上の問題を挙げ始めている．

一企業の利益のために私や私の家族の生命財

産を危険に晒すことはできない．これは圧倒

的多数の市民の共通した思いである．再生可

能な自然エネルギーの大幅導入で，エネルギ

ーの自給自足も夢でなくなる．しかもそれに

よる雇用の増大も見込まれ，さらに CO2 排

出の激減も可能となる．

 

 

 

 

昨年 4 月 14 日，福井地裁の樋口英明裁判

長（現三重家裁判事）が高浜原発３号機と４

号機の運転差し止めの仮処分を決定し，12月

24 日同地裁の林 潤裁判長がこれを取り消

した（以後，林決定という．）．この事件につ

いて，両者の決定文中に述べられている田中

俊一原子力規制委員会委員長の原発の安全性

に対する考え方から，両裁判長の良心の在り

ようの明らかな違いを指摘した記事を支部ニ

ュース１月号に寄稿した．本稿はそれに続く

第２稿である．  

同じ事件に対する同じ裁判所の決定でも，

裁判官が異なると決定が真逆になるのは，裁

判官の良心の在りようが異なることによると

の思いは，先の稿と同じである．念のため記

すがここにいう良心とは，「何が善であり悪で

あるかを知らせ，善を命じ悪をしりぞける個

人の道徳意識（広辞苑，岩波書店2008年）」

であり，憲法第 76 条第 3 項「すべて裁判官

は，その良心に従ひ独立してその職権を行ひ，

この憲法及び法律にのみ拘束される．」にある

良心のことである．そこでこの林決定を批判

するにあたって，良心の在りようとともに，

1999 年から取り組まれた司法制度改革にお

寄稿：高浜原発３，４号機事件 
― 裁判官の良心の在りようを問う ― その 2 

富田道男 
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いて提起された民事司法制度の改革点の一つ

「司法の行政に対するチェック機能の強化」

の視点に沿った提言を試みる． 

以下≪ ≫内の文言は林決定文からの書

写である． 

≪主文≫の後に記されている≪理由≫に

は，≪争点≫が≪(1 ) 司法審査の在り方，(2) 

基準地震動の合理性，(3) 耐震安全性の相当

性，(4) 使用済燃料の危険性，(5) 地震以外の

外部事象の危険性，(6) 安全性確保に関する

その他の問題，(7) 燃料体等の損傷ないし溶

融が生じた後の対策等，(8) 保全の必要性 

≫の８項目挙げられ，それぞれについて原告，

被告双方の主張が記されている．そして，こ

れらを受けた形で，≪第3当裁判所の判断≫

として林裁判長他２名の裁判官による判断が

それぞれの項目ごとに述べられ，最後に結論

として決定文を記すという構成である． 

そこで争点として取り上げられている≪

基準地震動の合理性≫について検討する． 

基準地震動とは，「当該施設に到来すると

想定される地震動のうちの最大のもの」とさ

れている．しかしその想定値は，大飯原発３，

４号機の運転差止判決（2014年5月21日）

において，樋口英明裁判長が「地震大国日本

において，基準地震動を超える地震が大飯原

発に到来しないというのは根拠のない楽観的

見通しにしか過ぎない（判決文59頁）」と断

じたように，過去の地震記録の類推から求め

たもので，想定を超える地震の発生を否定す

る科学的根拠は無い．従って耐震設計におけ

る ≪基準地震動の合理性≫は無いとみるべ

きであり，更に，争点とされた≪耐震安全性

の相当性≫についてもその論拠を失うとみる

べきであり，新しい科学的知見に照らして改

正したと称する規制基準に従って，当該施設

の耐震設計の適合性を云々すること自体無意

味であると言わなければならない． 

地震大国日本における構造物の耐震設計

という概念について，科学者の対応に参考と

するべき事件があった．福島原発事故前の

2010 年 9 月，当時の原子力委員会が日本学

術会議宛に「高レベル放射性廃棄物の処分に

関する取り組みについての国民に対する説明

や情報提供の在り方について」審議を依頼し

て，提言を求めた．日本学術会議は，高レベ

ル放射性廃棄物の処分に関する検討委員会を

設置して検討し，2012 年 9 月，原子力委員

会宛に「原子力発電をめぐる大局的政策につ

いての合意形成に十分取り組まないまま高レ

ベル放射性廃棄物の最終処分地の選定という

個別的課題について合意形成を求めるのは，

手続き的に逆転しており手順として適切でな

い」という意見を付けて，原子力委員会宛に

６つの提言を回答した＊）．その一つに「科

学・技術的能力の限界の認識と科学的自律性

の確保」がある．解説によるとその意味は，

高レベル放射性廃棄物の地層処分という政策

枠組みが行き詰まりを示している第一の理由

が超長期にわたる安全性と危険性の問題に対

する科学的知見の限界にあるとの指摘と自律

性のある科学者集団による開かれた討論の場

の確保である，としている． 

同じことが原発の耐震設計基準にも当て

はまるのではなかろうか．地震と地殻物理学

を専門とする自律性のある科学者集団による

開かれた討論の場において，将来発生する地

震が当該施設にもたらす地震動が，基準地震

動を超えることはない，すなわちそのような

地震は起きないと証明・主張する科学者は皆

無と想定される． 

結論として，地震と火山の大国日本におい
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ては，火力発電所や高層ビルの耐震設計基準

は在り得ても，万一の事故が社会に破局的に

深刻な被害をもたらす「原発」に対しては，

「耐震設計」という概念は成り立たないと見

るべきである．裁判官は， ≪現在の科学技術

水準に照らして≫と主張するからには，日本

学術会議の見識を尊重すべきではなかろうか． 

人工衛星は，事前に諸条件を整えれば，予

定通りの軌道に打ち上げることができる．理

由は，物体の運動を定める法則と方程式が解

っているからである．しかし地震学では，過

去の地震の系統性を表わす近似式はあっても，

将来の予知を可能にする法則や方程式は，不

幸にして未だ研究の半ばにあり，解明されて

いない． 

この点について裁判所は，民事司法制度の

改革により導入された民事訴訟法第 92 条の

2 に基づき，地震学・地殻物理学を専門とす

る自律性のある科学者集団により選ばれた複

数名の専門委員の意見を法廷において陳述さ

せて，当該施設に設定された基準地震動を超

えるような地震は発生しないという科学的根

拠が存在しないことの証言を求めるべきであ

る．この手続きを踏めば「原発を運転すると

いうこと」は，憲法に保障された人格権を侵

害する恐れのあるものであることが分かり，

良心に従ってしりぞけるべき悪であることを

裁判官自らが理解しうるであろう．＊）

http://www.scj.go.jp/ja/info/kohyo/pdf/kohyo

-22-k159-1.pdf （2016.1.26確認） 

 

 

 

1. 昨年12月22日に京都新聞と朝日新聞で

東大路通り二車線化の計画は「凍結」「断

念」と記されています．（12 月 21 日の

京都市会「まちづくり委員会」の討議を

ふまえ） 

私たちはこれまでの会の活動を反映し

ていることとして「一歩前進」と考えて

います． 

この成果はひとえに私たちの会に寄せ

られた二車線化反対の署名（5566筆）・

アンケート・集会の参加など，住民の力

であり，会を代表して心から感謝申し上

げます．しかし，東大路の渋滞問題など

は解決したわけではありません．これを

第一歩として住民合意の方向をさぐる

ために一層のご協力をお願いします． 

2. 振り返ってみると2012年7月，市が東

大路通り車線減の案を市民だよりで発

表，8・9 月に自発的に町内会の抗議の

集会が持たれ，それを反映して 2013 年

1月，東大路渋滞対策連絡会が発足，集

会・市への交渉・署名・アンケート調査

など，住民の手作りの活動で，議員の

方々の理解を得るようになってきまし

た． 

3. 私たちの 2 年余りかけてのアンケート

調査の結果，（302通）で， 

➀ あなたは東大路の車線を狭くするこ

とに賛成ですか？反対ですか？ 

A.賛成（車線を減らすと渋滞解消にな

る：25人） 

B.反対（車線を減らすと悪化する：273

人（90％） 

（アンケートでの自由記述は前回報告

しています．） 

② 渋滞解消に五条坂から清水寺への車

寄稿：東大路通り問題と住民運動（4）        藤本文朗 
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両規制すべきと思いますか． 

A.賛成（制限必要）  

B.反対（制限すべきでない）280 通

（90％以上）  

C.どちらでもない・その他 

 

 前にも述べましたように，東大路問題は振

り出しの戻って今すぐできることからやって

ほしいと思います．今の歩道の整備，バス停

の場所の空間を広げる工夫に始まり，基本的

な町づくり（四条通りの教訓をふまえ）につ

いて考える具体案を作成するためシンポジウ

ムなどを行いますので，一緒に住民の知恵を

出し合いましょう．一層のご協力をお願いし

ます．JSA会員の支援もお願いします．私は

住民の御用科学者として手弁当でやっていま

す． 

 

追記：市の 2012 年パブリックコメントの回

答数200 と記述しましたが1600通余りの間

違いでした． 

 

 以下に，私たちの考えを述べた文書を紹介

します． 

 

私たちによる「東大路通りの歩道，車道整備

及び住民生活の環境整備」 

現状の改善，改修工事について要望の一部＜

参考＞ 

1 歩道に関して：歩道の傾斜修復等 

2 車道に関して：車道盛り上がりの修復（基

礎から） 

3 バス停に関して 

 ・バス停の分散化等の検討 

・ 清水道バス停の混雑を解消するのに，

車線を減らさずに京都銀行の協力を得

るのが最も効果的．「北行き」花壇の撤

去と階段の改良で大きく変わる．「南行

き」東側ガレージの「壁」を撤去してい

ただき，歩行者のためのスペースができ

れば問題は改善する． 

4 市バスの運行に関して：路線の根本的な

改革 

5 その他 

・ 清水坂観光駐車場入り口より西の客待

ちタクシーの停車で東行き車線が通行

不能状態． 

・ 京都市が従来から言っている「東大路

通りの渋滞は路線商店の荷捌が原因」は

実は原因になっていない．荷捌が原因で

あれば毎日が混むはず． 

・ 「東大路通り整備構想」パンフレット

に明記されている「歩道を拡張すれば，

人の行きかい賑わい，コミュニケーショ

ンがよくなる」という文言は，四条通り

整備で虚偽が証明された．交通調査のコ

ンピューター解析は，解析者の恣意が入

れば，正確な実態把握が困難．調査費用

（約１億円）が無駄になる． 

・ 東大路整備構想に関係した有識者は地

域で生活していなく地域の実情が判っ

ていない者で構成されている． 

◆ 地域住民に関係ある行政の計画等は，一部

の者で決めるのでなく，広く情報を公開し

て多様な意見を真摯に聞くことが，京都市

行政において重要であり必要なこと． 

◆ 行政の説明会は，住民に広く告知の上，公

開で開催されることを強く要望する． 

◆ 今回の問題の失策は上記２項をおろそか

にして住民不在の行政を進めた結果と深

く反省していただきたい． 

6 市会でも全会派賛成のJR東大路駅（東山
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トンネル入り口）をつくれば，清水寺・

東福寺の観光も歩いていける 

整備で虚偽が証明された．交通調査のコ

ンピューター解析は，解析者の恣意が入

れば，正確な実態把握が困難．調査費用

（約１億円）が無駄になる． 

・ 東大路整備構想に関係した有識者は地

域で生活していなく地域の実情が判っ

ていない者で構成されている． 

◆ 地域住民に関係ある行政の計画等は，一部

の者で決めるのでなく，広く情報を公開し

て多様な意見を真摯に聞くことが，京都市

行政において重要であり必要なこと． 

◆ 行政の説明会は，住民に広く告知の上，公

開で開催されることを強く要望する． 

◆ 今回の問題の失策は上記２項をおろそか

にして住民不在の行政を進めた結果と深

く反省していただきたい． 

6 市会でも全会派賛成のJR東大路駅（東山

トンネル入り口）をつくれば，清水寺・東

福寺の観光も歩いていける 

 

 

 

1. 関西技術者研究者懇談会2月例会 

 日時：2月14日(日) 14：00～17：00 

 場所：大阪支部事務所  

 テーマ：沢野伸浩著『本当に役立つ汚染地 

図』の批判的検討 

 話題提供 西山一夫氏    

2. 第10回支部幹事会 

  日時：2月18日（木）18：00〜20：00 

 場所：京都支部事務所 

3. 大学ガバナンスと社会的公共性の確立 -

学問の自由と自治の21世紀的あり方- 

  日時：2月27日（土）13：30〜17：30 

  会場：龍谷大学深草学舎・紫英館2階大会 

議室 

4. 第2回21総学実行委員会  

 日時：2月28日（日）13：00〜16：00 

  会場：龍谷大学深草学舎・22号館106号 

   室 

5. 第10回ワーキング会議 

  日時： 3月4日（金）13：30〜15：20 

 場所：京都支部事務所 

6. 松ヶ崎科学トークカフェ 

 日時：3月4日（金）18：30開演 

 場所：工繊大 ノートルダム館（東3号館 

2階）K203号室 

 テーマ：福島の小児甲状腺がんの多発の原

因〜統計的解析とその手法〜 

 担当：大倉弘之，宗川吉汪 

7. 支部ニュース3月号発行・『日本の科学者』

4月号発送 

 日時：3月11日（金） 13：30〜    

 場所：京都支部事務所 

8. バイバイ原発３・１２きょうと 

 日時：3月12日（土）13：30開演 

 場所：円山公園 

 お話：秋山豊寛さん，朴勝俊さん，ほか 

9. 第11回支部幹事会 

  日時：3月17日（木）18：00〜20：00 

 場所：京都支部事務所 

10．第16回自然科学懇談会 

 日時：３月19日（土）13：30～15：30 

  場所：京大楽友会館 

2 月〜3 月の支部関連行事の案内 
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 テーマ：庭先のミツバチたち（彼女らの魅

力的な行動，そしてしのびよる危機） 

 講師：尼川大作氏（神戸大学名誉教授） 

11. 全国女性研究者技術者委員会 第 2 回

21総学準備会 

 日時：3月26日（土）13：00〜 

 場所：大阪支部事務所 

12. JSA全国研究委員会 

 日時：3月27日（日）13：00〜18：00 

 場所：東京お茶の水（未定） 

 

 

 

 

 この間の大学「改革」の一環で，大学の「ガ

バナンス」が大きく変えられてきました．そ

の内容は，学問の自由と大学の自治を発展さ

せる方向とは全く逆のものであり，大学が社

会に対する責任を果たすのをますます困難に

しつつあります．国家に奉仕する大学，産業

界の利益に奉仕する大学づくりが目ざされて

いると言えるでしょう． 

 このようなもとで「大学ガバナンスと社会

的公共性の確立―学問の自由と大学の自治の

21世紀的あり方―」をテーマに，シンポジウ

ムを開催することとなりました．以下，シン

ポジウムのご案内です．ＪＳＡ会員のみなさ

まにも多数ご参加いただければ幸いです． 

（文責 細川 孝） 

 

大学ガバナンスと社会的公共性の確立 

―学問の自由と大学の自治の21世紀的あり方― 

＜趣旨と目的＞大学ガバナンス（統治，管理）

においては，民主主義，法の支配をはじめ，

公正性，合理性，責任の明確化，公開性など

が求められる．では大学ガバナンスは具体的

にどうあるべきなのか．大学ガバナンスは，

一方で行政，企業とも共通する内容をもちつ

つも，他方でその質において根本的な相違が

存在する．また，大学ガバナンスにとって総

長・学長選挙のあり方はその根幹に位置づい

ている．特に，総長・学長選挙のあり方は学

問の自由と大学の自治の 21 世紀的あり方の

展望において捉えられなければならない．本

シンポジウムでは以下の４点を明らかにする． 

１）現在，大学ガバナンス（統治，管理）に

おいてはトップダウンの事態が進行して

いる． この原因・背景は何であるのかを

明らかにする． 

２）特に，学問の自由にとって総長・学長の

選挙制のもつ意義は何であるのかを明ら

かにする． 

３）また，行政，企業のガバナンスとの相違，

大学ガバナンスの独自性はどこにあるの

かを明らかにする． 

４）大学ガバナンスの変容の現状，そこでの

緊張・矛盾・対立の関係性を明らかにしつ

つ，大学の自治をめぐる諸課題を明らかに

する． 

 

日時：2016年2月27日（土）13:30～17:30 

場所：龍谷大学深草学舎・紫英館２階大会議 

  室 

＜報告＞  司会：細川孝氏（龍谷大学） 

大学ガバナンス・シンポジウムのご案内 
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１．廣田健氏（北海道教育大学釧路校）「北海

道教育大学のガバナンス改革の現状と課

題」 

２．西牟田祐二氏（京都大学経済学研究科）

「『学校教育法改正問題』再考－トップダ

ウンの『モデルケース』をめざした松本体

制による京大総長選挙廃止の試みとその

挫折について－」 

３．堀雅晴氏（立命館大学法学部）「大学経営

と大学ガバナンス論－2014 年改正学校教

育法の中で考える－」 

コメンテーター：宮崎昭氏（九州国際大学

（名）），重本直利氏（龍谷大学） 

＜参加費＞ 無料，事前申し込み不要 

主催：基盤研究(B)一般 H27-29 課題番号

15H03474 略称「無償化」科研（研究代

表者 渡部昭男［神戸大学教授］・分担研究

者 重本直利［龍谷大学教授］），龍谷大学

社会科学研究所共同研究プロジェクト（重

本） 

共催：龍谷大学社会科学研究所付属社会経営

学研究センター 

協力：日本科学者会議京都支部，市民科学研

究所，大学オンブズマン 

連絡先；龍谷大学経営学部重本研究室 

 〒612-8577 京都市伏見区深草塚本町67 

ｅメール sigemoto@biz.ryukoku.ac.jp 

 

 

 去る2月7日（日）午後から龍谷大学深草

キャンパスで東海近畿合同拡大地区会議が開

かれた．静岡1人，愛知1人，三重1人，岐

阜1人，滋賀3人，京都2人，奈良2人，大

阪2人，兵庫1人が参加した．和歌山支部か

らは都合で欠席との連絡があった．京都支部

からは左近事務局長と代表幹事の私が参加し

た． 

 全国事務局から米田事務局長が来て，今回

の事務職員の横領事件について説明した．

JSA の会計は，日常運営のための一般会計

（会費収入），引当金（会費収入），研究基金

（事業収入）からなっている．今回横領され

たお金は研究基金全部と引当金の一部である． 

 JSAのような有志の団体の運営は，無償の

ボランティア役員によって担われている．本

業で多忙な役員が忙しい合間を縫って運営に

あたる．役員同士，役員と職員との全幅の信

頼関係の上でしか運営は成り立たない．職員

はその信頼関係を悪用して会の貴重なお金を

横領した．人としてあってはならない行為で，

横領したお金は全額 JSA に返さなければな

らない． 

 横領が 2001 年から昨年まで続いたという

ことは驚きであるが，全国事務局がそれに気

づかず放置していたということはさらなる驚

きである．今回の横領事件がこれほど長期に

わたって見逃されていたことの根本原因は，

職員の勤務管理がまるでなっていなかった，

ということである．歴代の事務局長の責任は

重い．さらに，研究基金の管理がまったく放

置されていた，ということで，これも歴代事

務局長の責任である．一般会計，引当金につ

いても会計監査がずさんであった，といわざ

るをえない． 

 戦後 70 年，科学者の社会的責任が今ほど

強く問われる時期はなかったのではないか．

平和憲法の根幹が掘り崩されようとしている．

資料：JSA の会則改正の提案         宗川吉汪 
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学問の自由・大学の自治も危機に瀕している．

大学での軍事研究も始まった．新しい戦前の

始まり，とも言われる．日本のみならず世界

経済も混迷の度を深めている．地球温暖化は

どうするのだ，原発はどうしたらゼロにでき

るのだ，核兵器廃絶のためには核抑止論を突

破しなくてはいけない，などなど，JSAの前

には問題が山積しているし，JSAはその社会

的責任を果たさなければならない． 

 この時期に，JSAがもたもたすることは許

されない．早急に体制を立て直さなければな

らない．今回の横領事件から，JSAの運営に

根本的欠陥があったと断ぜざるをえない．そ

の改善なしに JSA をこのまま継続的に運営

していくことはできないだろう．その第一歩

として，JSAの運営を現状に合わせてより機

能的にする必要がある．そのための会則改正

を提案したい． 

 改正のポイントは，あまりに形式化された

現在の幹事会を廃止してほぼ現状の常任幹事

会に置き換えること，現在の事務局を廃止し

て機能的・実務的事務局に置き換えることで

ある．大いに議論していただければ幸いであ

る． 

 

日本科学者会議会則 改正案（宗川私案 2016.2.11） 

 科学を人類の進歩に役立て正しく発展させ

ることは，わたしたち科学に携わる者の共通

の任務です．  

 わたしたちは，日本の科学の進歩と平和・

民主主義・人びとの生活向上のために努力し

てきた科学者の伝統をうけつぎ，科学の発展

を妨害するものとたたかい，科学を正しく発

展させ，科学者の責任をはたすため，専門別

や世界観，研究方法のちがいをこえ，日本の

科学者の誇りと責任の自覚にたって，日本科

学者会議に結集します．  

 この会は，会員ひとりひとりの創意と自発

性が発揮できるように，民主的に運営されな

ければなりません．すべての会員は，会がそ

の目的をよくはたすことができるように，力

をあわせる義務をおいます．  

１. 名称  

第１条 この会の名称は「日本科学者会議」

で，全国事務所を東京都文京区湯島1-9-15に

おきます．  

２. 目的および事業  

第２条 この会は，つぎの目的をかかげます．  

(１) 日本の科学の民主的発展につとめ，そ

の普及をはかります．  

(２) 科学者の生活と権利をまもり，研究条

件の向上と研究の組織・体制の民主化につと

め，学問研究と思想の自由をまもります． 

(３) 科学における各分野の相互交流ならび

に国際交流をすすめます．  

(４) 科学の反社会的利用に反対し，科学を

人類の進歩に役立たせるよう努力するととも

に，国内国外の平和・民主主義・社会進歩・

生活向上のための諸活動との連帯をつよめま

す．  

(５) これらの役割を将来に向けて担ってい

く科学者を育成します．また，広く科学的精

神をもつ青年の育成につとめます．  

第３条 この会は，前条の目的をはたすため，

つぎの事業をおこないます．  

(１) 機関紙誌，書籍，文書の発行  

(２) 研究会，討論集会，講演会の開催  

(３) 海外との学術交流  

(４) その他この会の目的をはたすために必

要な事業  
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３. 会員  

第４条 この会は会則をみとめ所定の会費を

おさめる科学に携わる者(研究者，教育者，技

術者，医師，弁護士，院生，学生など)を会員

とします．入会には，会員一名の推薦と，支

部の承認を要します．  

第５条 会員は会のすべての事業に参加でき，

機関紙誌の配布をうけます．  

第６条 会の目的に反したり，会費を一年以

上滞納したばあいは，支部の決定により，会

員の資格を失います． 

４. 機関  

第７条 (１) この会の最高機関は全国大会

であり，一年に一回全国幹事会＊の招集によ

ってひらかれます． 

(２) 大会は，会の運動方針ならびに予算，

会費の決定，決算の承認，全国幹事および会

計監査委員の選出をおこないます． 

(３) 大会は支部から選出された代議員によ

って構成され，代議員の過半数の出席で成立

します．大会の決定は出席者の過半数の賛成

を必要とします． 

(４) 全国幹事会は，代表幹事を互選します．

代表幹事は全国幹事会の議長を務めます． 

(５) 全国幹事会のもとに事務局＊＊をもう

け，日常業務にあたります．代表幹事が事務

局を指揮します．事務局員は，全国幹事会が

承認します．    

第８条 この会は，機関誌『日本の科学者』

の編集のために『日本の科学者』編集委員会

を設けます．編集委員長は全国幹事会で互選

します．編集委員は，全国幹事会が承認しま

す． 

第９条 この会は，科学上の理論的課題の究

明のための研究委員会ならびに科学者の当面

する社会的・政治的・経済的課題にこたえる

ための問題別委員会を設けます． 

５. 支部・地区 

第１０条 この会は都道府県ごとに支部をお

きます．支部大会は一年に一回ひらかれます．

支部幹事は支部大会で選ばれ，支部幹事会は

支部代表幹事を互選します． 

第１１条 この会には，支部の間の連絡・調

整や地域に共通する課題に対する活動促進等

のために，地区をおきます． 

６. 財政  

第１２条 この会の財政は，会費，事業収入

および寄付金でまかないます． 

７. 付則  

第１３条 この会則は，全国大会出席者の三

分の二以上の賛成により変更することができ

ます．  

 

＊全国幹事会：現在の常任幹事会の縮小版で，

おおむね現在の事務局メンバーと地区担当幹

事から構成される． 

＊＊事務局：会計担当（複数），庶務担当（複

数），機関誌担当など，幹事ならびに（幹事で

ない）会員から構成される． 
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日時：2016年1月24日 13:30~16:30 

場所：大阪支部会議室 

出席：野口（滋賀），浦野（兵庫），島影（大

阪），長野（大阪），宗川（京都） 

 

近況報告と議論 

・宗川：福島原発小児甲状腺がん問題でブッ

クレットを発刊，よく売れている．二次検査

陽性者のすべてが細胞診対象者でないことを

考慮した解析を行い，続報を発表．3 月 4 日

に松ヶ崎トークカフェで話す．JSAの研究基

金横領事件に関わって，京都支部は臨時大会

を要求している． 

・島影：NHKの取材がたいへんであった． 

・浦野：今週支部幹事会を予定． 

・野口：国がPPA削除やSpeedyを利用しな

いことなどを決めたことに合わせて，県が原

子力災害の防災基準を改訂しようとしている

ので，JSA として県に申し入れる．28 日に

高浜原発再稼働に反対する声明を発表する． 

・長野：1 月 9 日にインドネシア森林火災問

題でサイエンスカフェ．30人参加，若い人が

半分を占めて活発に議論．話題提供者にJJS

への執筆を依頼する．1月17日，宗川さん大

倉さんを招いて小児甲状腺がんの論文につい

てのサイエンスカフェ，20 人が参加，議論．

1 月 10 日びわこ学園の見学を実施．2 月 14

日に高騰する薬価問題でサイエンスカフェ

（野口コメント：知財は強大な権力の庇護を

必要とする） 

 

講評 

・2 月号：学生や若者の貧困，奨学金問題も

取り上げて欲しい．産業構造が旧態依然で，

経済の空洞化が進んでいることとの関連にお

いて，貧困問題を取り上げるべき．欧米との

比較も欲しい．用語の解説のページが欲しい．

労働組合が弱体化して，労働者がバラバラに

され権利を主張できない．生活保護バッシン

グに対しては思想闘争である．メディアの問

題も取り上げられるべき．次号の予告に大き

い誤り． 

 ・1月号：ガーソン論文はアメリカからの視

点を紹介してくれて貴重．米中双頭経済戦略

の中で捉えることとも重要．難民問題は欧州

では歴史的に国内・域内問題にならざるを得

ない．自然災害によるものも含めて確実に難

民は増大する．日本の対応も問われる． 

・12月号：川崎論文，発足当初の学術会議の

役割と地位について確認できた．山本論文，

カルマンフィルター法の意味不明． 坂巻論文，

注１の報告書の年に誤り． 

  

・10月号増田論文への野口・清水・児玉の反

論が掲載されなかったことに関わって 

議論の場として雑誌が有効に機能しなかった

ことが残念．編集委員会の対応は適切であっ

たか．増田論文，対人口比にするべき．津田

論文，がん登録数を分母にしているので，ス

クリーニング効果で発症率が高くなってしま

う． 

（文責 長野・宗川） 

 

日本の科学者近畿地区サポーター会議（1/24） 報告 
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◆◆◆◆ 支部幹事会・ワーキング会議だより ◆◆◆◆◆

2015年第9回幹事会（1／21）および第9回

ワーキング会議（2／5）の報告 

 

1. 新入会員と復帰会員 

 山田耕作さん（専門分野・研究テーマ：物

理，原発問題）が2月から入会されました． 

 石田一紀さんが会員に復帰されました． 

2. 会員の現況（2016年1月10日） 

 会員合計：275，一般会員：247（1月より

2人増），家族割り特別会費会員：3， 

 若手会員：6，若手特別会費会員：19，読

者：3，休会会員：2 

3. 会費納入状況（2016年1月28日） 

 15 年度会費納入者：一般 204／247，家

族割 3／3，若手 2／6，若手特別 11

／19 

 14年度会費未納者：一般 4，若手特別 4 

 13年度会費未納者：一般 1，若手特別 2 

4. 会員拡大 

 5 月から新たに 9 人が入会した．高齢など

を理由にすでに6人が退会を通告してきた． 

 4 月までに少なくとも 3 人の新入会員を迎

えたい．会員拡大はJSAの中心的活動であ

る． 

 是非多くの人をお誘いください． 

5. 大学問題シンポの開催 

  日時：4月23日（土）13：30〜16：30 

 場所：龍谷大の施設 

  内容（案）：「京都の大学はどうなる，どう

する」 

 京都大学の場合：竹中（40分）／工繊大の

場合：前田（20分）／ 

 京都の私立大学の場合：細川（20分）／総

合討論：JSAの取組み：左近（20分） 

6. 21総学実行委員会について 

 分科会設置申請状況：現在，5 分科会が申

請済み．他に，NHK 問題や原発問題など

の分科会の設置が検討されている．細川さ

んが『日本の科学者』4 月号「科学者つう

しん欄」に記事． 

 2nd サーキュラーは，2 月 28 日(日）の第

2回21総学実行委員会で具体化する． 

6. 全国女性研究者委員会参加者への交通費

補助について 

 1/30（土）に大阪支部事務所で行われた全

国女性研究者技術者委員会に京都支部か

ら 2 人が参加．交通費補助，1 人は全国か

ら，1人は京都支部から． 

7. 支部ニュース 1 月号発行（1／13）以降

の支部関連行事 

 1月17日（日）関西懇1月例会＠大阪支部

事務所 

 1月21日（火）第9回幹事会 

 1月23日（土）自然科学懇談会＠楽友会館 

 1月24日（日）JJS近畿サポーター会議＠

大阪支部事務所 

 1月28日（木）安保問題市民講演会＠龍谷

大学 

 1月30日（土）全国女性研究者技術者委員

会第 1 回 21 総学準備会＠大阪支部事務

所 

 2月5日（金）第9回ワーキング会議 

 2 月 5 日（金）『日本の科学者』読書会 2

月例会 

 2 月 7 日（日）近畿東海拡大地区会議＠龍

谷大学 

（文責 宗川，左近） 


